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閲覧者の関心度に対応できる視覚的情報提示手法に関する研究

渡邊 玲 三末 和男 ∗

概要. 電子書籍やWebにおいて視覚的情報を提示する際，閲覧者自身がデータのどのような面に関心が
あるのかに応じて，可視化手法を変更できたり，可視化の詳細度を変更できたりすれば便利である．しか
し，従来の視覚的な情報の提示手法では，情報提供側が提示する可視化手法を指定しているため，閲覧者の
関心に応じた視覚的な情報の提示になっていない．本研究の目的は，閲覧者の関心に応じて可視化するデー
タの詳細度を変更できる視覚的な情報の提示手法を構築することである．そのために我々は，データの種
類，関心の種類，詳細度の高低によって可視化手法を分類した．また，そのような提示手法を実現するプロ
グラムを開発した．

1 はじめに

書籍や雑誌などで見かける視覚的な情報表現であ
るグラフやチャートなどは，情報発信者が自分の発
信意図に沿って設計したものである．Webではイン
タラクティブな情報表現も一般的になってきている
(たとえば New York Times1 などに見られるイン
フォグラフィックスなど)が，そこで採用されるイン
タラクションも情報発信者の意図の範囲内に留まっ
ている．
その一方で閲覧者の情報に対する要望は，発信者

の想定範囲内に留まらないことも多い．例えば何か
に対する 100人分の評価が平均値という一つの値で
提示されていた時に，評価値の分布を知りたいとか，
100人分の個々の評価を知りたいと思うことは少な
くない．逆に，100人分の評価値が個々に提示され
ていた時に，要するにみんなはどう評価しているの
かといった要約を知りたいこともある．
このような要望に対応するためには，閲覧者自身

が視覚的表現を選んだり，表現のパラメータを変更
したりできる枠組みが必要である．しかしながら，
閲覧者は一般に情報可視化の専門家ではないため，
適切な視覚的表現を選んだり，適切なパラメータを
設定したりすることは難しい．そこで，我々は閲覧
者の「関心」に着目し，関心に応じた視覚的な情報
の提示手法を構築することを目指している．
我々は，まず閲覧者がどのような関心を持つかを

調べるために，よく用いられる可視化手法を，それ
らが表すデータの種類及びどのような情報をどれだ
け表示するのかという度合いによって分類した．さ
らに，その分類の妥当性を検証するために，分類に
沿った視覚的表現を提供するプログラムを作成した．
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2 関心と詳細度による体系化

閲覧者がどのような関心を持つかを調べるために，
既存の可視化手法を体系化する．

2.1 データの種類と対象とする可視化手法

可視化手法を分類するにあたり，まず可視化の研
究分野でも多く用いられている Shneidermanの分
類 [2]を参考に，データの種類を 1次元，2次元，3次
元，多次元，時間，ネットワーク，木の 7つに絞った．
また，扱う可視化手法は，可視化の研究分野で広

く使われていたり，一般的に使用されている可視化
ソフトウェアで扱われたりしているもののみとした．
これは，高度な可視化手法は手法に不慣れな閲覧者
にとっては情報が読み取りにくく，一般的な使用に
は不向きと考えたためである．具体的には，1次元
のデータに対しては StripChart，箱ひげ図，棒グラ
フを，2次元のデータに対しては，円グラフ，散布
図，ヒストグラム，棒グラフを，3次元のデータに
対しては，バブルチャートを，多次元のデータに対
しては，レーダーチャートを，時間のデータに対し
ては，折れ線グラフを，ネットワークのデータに対
しては，ノードリンクダイアグラムを，木のデータ
に対しては，ノードリンクダイアグラムを使用する．

2.2 関心の種類と詳細度

2.1節で対象とする可視化手法が表すことができ
る情報を整理し，そこから「現在提示されている可
視化手法が表しているデータから，一部について詳
しく知りたい」「要約統計量を知りたい」「集約の粒
度を変更した情報を知りたい」という 3つの関心の
種類があると考えた．そこから，詳細度の種類を 3
つ設定した．

詳細度の種類 (a) 現在提示されている可視化手法
が表しているデータから，一部についてを表
す可視化手法
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詳細度の種類 (b) 現在提示されている可視化手法
が表しているデータから，要約統計量を表す
可視化手法

詳細度の種類 (c) 現在提示されている可視化手法が
表しているデータから，集約の粒度を変更し
た情報を表す可視化手法

ここでは，生データにより近い情報を得たいとい
う場合を関心度を高いとし，生データにより近い情
報を表す場合を詳細度が高いとしている．

3 作成したプログラム

2節の分類がうまく機能するかを確認するために，
その分類を実現するプロトタイプを作成した (図 1)．

図 1. 作成したプログラムの概観

ユーザは，左上のボタン (一部，集約，統計)を押
すことで関心の種類を入力し，表示する可視化手法
を変更できる．そして，同じボタンを複数回押すこ
とによって関心の度合いをシステムに伝え，視覚的
な情報の詳細度を変更できるようにしている．ここ
では，1次元 (量)について作成したプログラムを紹
介する．
詳細の種類 (a)に関しては，すべてのデータを表

す StripChart(図 2(a))及びデータをフィルタリン
グした StripChartを実装することで，詳細度を変
更できるようにしている．詳細の種類 (b)に関して
は，四分位を表す箱ひげ図 (図 2(b))と平均値を表す
棒グラフを実装することで，詳細度を変更できるよ
うにしている．詳細の種類 (c)に関しては，ヒスト
グラムのビンのサイズを変更できるようにする (図
2(c)，図 2(d))ことで，詳細度を変更できるように
している．

4 ユースケース

2節の分類及び 3節のプログラムが妥当であるか
を検証するために，低レベルタスクを実行できるこ
とを示す．低レベルタスクとは，データ理解のため
の可視化ツールを使用した際によく持ちだされる質
問を，タスクとして分類したものである [1]．具体的
には，(1)データの属性を見つける，(2)ある条件を
満たすデータを見つける，(3)集約的表現を見つけ
る，(4)極値データを見つける，(5)ソートする，(6)

(a)StripChart (b)箱ひげ図

(c)ヒストグラム (高詳
細度)

(d)ヒストグラム (低詳
細度)

図 2. 1次元 (量)の可視化手法

データセットのサイズを特定する，(7)分布を把握
する，(8)例外を探すの 8つのタスクのことである．
タスク (1)については，データを表す図形の上に

マウスカーソルを置くことで，データの数値的属性
を見ることができる．タスク (5)，(6)，(8)について
は，最初に提示される視覚的情報において既にデー
タがソートされており，外れ値を赤く表示していて，
右上にデータセットのサイズを書いているため，何
も操作をしなくてもタスクを実行することができる．
外れ値は平均±標準偏差×1の範囲から外れたもの
とした．タスク (2)については，データを表す図形
の上をクリックすることによってデータをフィルタ
リングすることができる．また，フィルタリングの
結果残ったデータの数も確認することができる．タ
スク (3)，(4)については，統計ボタンを一度押すこ
とによって箱ひげ図が表示され，集約的データ (中
央値)や極値データ (最大値や最小値)を見つけるこ
とができる．タスク (7)については，集約のボタン
を一度だけ押すことによって，ヒストグラムが表示
され，分布を把握することができる．

5 まとめ

閲覧者の関心に応じて可視化するデータの詳細度
を変更できるようにするために，視覚的な情報の提
示手法を構築した．また，そのような提示手法を実
現するプログラムを作成した．今後は，作成したプ
ログラムでの関心の入力方法について再考し，さら
にツールキットを整備する予定である．
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